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１． はじめに 

 近年、自然言語処理技術を用いて SNS 上の世論の動

向や、Web 上の口コミあるいはレビューなどを分析す

る研究が盛んになりつつある。そして SNS や Web 上の

大量の自由記述文を自動感情分析するには、網羅的な

日本語感情語辞書の作成と高速な感情分析アルゴリズ

ムの開発が不可欠である。 

本研究では、各語に 10 カテゴリの感情の有無を表

す｛1, 0｝の 2 値を要素とするベクトルを対応させた

感情語データから感情語辞書を生成する感情語辞書管

理システムと、感情語辞書を使用して高速に文の感情

分析をするシステムを実現した。生成した感情語辞書

は 6,660 語の見出し語を持っている。また、本感情分

析システムは自由記述文 10,000 文を 1 秒程度で分析

することができる。 

 

２． これまでの感情語処理 

 コンピュータ処理を考慮に入れた日本語感情語辞書

に関する研究は 2010 年頃から盛んになり始めた 

[1,2]。文献[3]は、感情語を 10 種の感情カテゴリ

｛喜,怒,哀,怖,恥,好,厭,昂,安,驚｝に分類して収録

した書籍である。文献[1]では、文献[3]に収録された

感情語から 2,100 語を感情語辞書に登録して感情分析

するシステムを実装している。文献[4]では、文献[3]

の 10 感情カテゴリを用いて、新型コロナウイルスの

蔓延が社会に与えた影響を SNS のツイート内容から読

み取り分析した研究結果を報告している。また、語を

positive と negative に分類する評価極性辞書[5]と

その辞書に基づいて文の極性を評価するシステム[6]

が報告されている。 

 

３． 感情語処理システム 

 本研究では、人手で作成した感情語データから感情

語分散表現辞書を作成する感情語辞書管理システム

(Emotional-word Dictionary Management System, 

EDMS)と、作成された辞書を用いて高速に自由記述文

の感情分析をする感情解析システム (Emotional 

Expression Analysis System, EEAS)を開発した。 

 

３．１ EDMS  

EDMS は、文献[3,7,8]および我々が収集した感情語

データから感情語辞書を作成する。感情語データは、

感情語とその語が属する 10 感情カテゴリ[喜,怒,哀,

怖,恥,好,厭,昂,安,驚]を表す 10 次元のベクトルの組

から構成される。例えば、感情語“喜ぶ”に対し 

 

 

 

 

て、感情ベクトルは[1,0,0,0,0,0,0,0,0,0]と表現さ 

れる。 

 EDMS の感情語辞書生成手順を以下に示す： 

手順１：人手で感情ベクトルを付加した感情語 Excel

データを入力 

手順２：感情語を形態素解析器 MeCab で解析して、単

語の原形のリストで表現 

手順３：２で求めた単語の原形リストを連結して辞書

の見出し語を生成 

（単語の原形列を用いることにより、活用形

や語形変化に柔軟に対応） 

手順４：見出し語と感情ベクトルを組みにして感情語

辞書（ Emotional Word Dictionary, EWD）

Excel ファイルに出力 

上記手順により、原形 1 語からなる見出し語 3,432

語、原形 2 語からなる見出し語 1,492 語、原形 3 語か

らなる見出し語 1,116 語、原形 4 語からなる見出し語

426 語、原形 5 語からなる見出し語 151 語、原形 6 語

からなる見出し語 34 語、原形 7 語からなる見出し語

8 語、原形 9 語からなる見出し語 1 語の合計 6,660 語

の見出し語を持つ EWD を作成した。 

 

３．２ EDMSの処理例 

手順１：感情語データ 

感情語       感情ベクトル 

“胸を弾ませる”  [1,0,0,0,0,0,0,0,0,0] 

手順２：感情語原形リスト 

[‘胸’, ’を’, ’弾む’, ’せる’] 

手順３：原形リストの連結 

“胸を弾むせる” 

手順４： 

見出し語      感情ベクトル 

“胸を弾むせる”  [1,0,0,0,0,0,0,0,0,0] 

 

３．３ EEAS 

 EEAS は Python の辞書オブジェクト表現を用いて

EWD に基づき高速に自由記述文の感情を分析する。 

EEAS の感情分析手順を以下に示す： 

手順１：EWD を読み込み辞書オブジェクトに格納 

（見出し語をキー、感情ベクトルをバリュー

とする） 

手順２：分析対象の自由記述文を形態素解析して単語

の原形のリストで表現 

[以下の手順３と４を、n を 9 から 1 まで減少させ 

ながら繰り返す] 

手順３：２で得た文の単語原形リストを先頭から最後

まで順に n 語スライスし、切り出した部分リ
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ストを連結して EWD の見出し語と照合する。

照合した見出し語に対応する感情ベクトルを

抽出 

手順４：見出し語と照合した感情語の後ろに否定語

（‘ない’、‘ではない’ など）が続くか

リストの照合で調べる。否定語が続く場合は

感情カテゴリベクトルを修正 

手順５：入力された文から抽出された感情ベクトルの

リストを合成（各対応する成分ごとに最大値

を取る） 

手順６：５で得られた感情ベクトルから感情カテゴリ

語に変換 

手順７：５で得られた感情ベクトルから極性値に変換 

 

４ EEAS処理例 

分析対象文： “私は胸を弾ませました。” 

手順２：原形のリスト 

[‘私’ ,’は’ ,’胸’ ,’を’ ,’弾む’ ,’せ

る’,’ます’,’た’] 

手順３：6 語スライスの連結で見出し語“胸を弾むせ

る ” と 照 合 し て 、 感 情 ベ ク ト ル

[1,0,0,0,0,0,0,0,0,0]を抽出 

手順４：後ろに否定語は無い 

手順５：感情ベクトル[1,0,0,0,0,0,0,0,0,0]を合成 

手順６：感情ベクトルから感情カテゴリ語‘喜’に変

換 

手順７：感情カベクトルから極性値 positive に変換 

 

４．  性能評価 

TSUKUBA コーパス[9]を用いて、EEAS の極性分析の

精度と計算速度を評価した。 

 

４．１ 精度評価 

EEASの精度： 

正解率 0.7037037037037037 

精度 [0.86191537 0.30107527 0.8215575 ] 

再現率 [0.52796726 0.38956522 0.87335526] 

F１値 [0.65482234 0.33965125 0.8466649 ] 

Osetiの精度： 

正解率 0.6079182630906769 

精度 [0.63157895 0.21656051 0.77630822] 

再現率 [0.52387449 0.29565217 0.74013158] 

F１値 [0.57270694 0.25       0.75778838] 

 精度、再現率および F1 値は[negative,neutral, 

positive]の順で表示している。EEAS では、感情ベク

トルから極性値を計算しており、Oseti と比べて約

9.5％正解率が上がっている。 

 

４．２ 速度評価 

 図１に、TSUKUBA コーパス[9]に対する感情ベクト

ルの計算速度の測定結果を示す。測定環境は Intel 

Core i7-1068NG7 CPU @2.30.GHz、16 GB memory であ

る。EEAS は 10,000 文の感情ベクトルを約 0.96 秒で

計算する。 

 
図１：感情ベクトル計算時間 

 

５．  まとめ 

 本研究では、精度よく高速に自由記述文の感情分析

するための感情語辞書管理システム EDMS と、感情分

析システム EEAS を開発した。 

 今後の課題として、より多くの分野の感情分析に利

用できるように語彙を増やすことが挙げられる。なお、

見出し語の検索にハッシュを使っているので感情語語

彙を増やしても分析処理時間は増加しない。また、10

感情カテゴリは文献[3]に準じているが、感情語は時

代の変化や、SNS などのデジタル文化の隆盛とともに

変化を続けており、新しい感情カテゴリの追加も大き

な課題である。 
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